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抄録：国際図書館コンソーシアム連合（ICOLC：International Coalition of Library Consortia）の会合は，

年 2回，春に北米，秋に欧州で開催されている。米国テキサス州オースティンで開催された第 23 回会合は，

電子リソース価格調査，電子ジャーナルの価格モデル，PDA，電子ブック，ディスカバリー・サービス等

をテーマとした全体討議やテーマ別分科会の他，ベンダーグリルの全 19 セッションから構成されていた。

本稿ではその概要について報告する。
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1．はじめに

国公私立大学図書館協力委員会による派遣事業の

一環として，2011 年 3 月 21 日から 3 月 23 日にか

けて米国テキサス州オースティンで開催された国際

図書館コンソーシアム連合（ICOLC：International

Coalition of Library Consortia）
1）
の 2011 春季（第

23 回北米）会合
2）
に参加した。

ICOLC の会合は，春に北米，秋に欧州と年 2 回

開催されている。我が国からの北米会合への参加

は，第 12 回及び第 14 回〜第 21 回に続き，今回で

10 回目を数える
3-17）

。

以下，議題に沿ってその概要を報告する。

2．開催状況

会議名：国際図書館コンソーシアム連合 2011 年春

季（第 23 回北米）会合（23rd North American

Conference of the International Coalition of Li-

brary Consortia）

開催日程：2011 年 3 月 21 日〜3月 23 日

開催場所：AT&T Executive Education and Con-

ference Center，オースティン（米国）

参加登録者：12ヵ国 91 名（内訳：米国 72 名，カナ

ダ 7名，トルコ，日本各 2名，オーストラリア，オ

ランダ，ギリシャ，チリ，ニュージーランド，ノル

ウェー，ポルトガル，南アフリカ各 1名）

3．アジェンダ（議題一覧）

3 月 21 日（月）

・セッション 1：Battlefield Survey - Results,

discussion

・セ ッ シ ョ ン 2：Business Models - historic

spend or something else‐ what is doable /

practical? Really.

・セッション 3：PDA Models - what are we

doing as groups? Are they really better value?

・セッション 4：National/Global Ideas for E-

books

・ベンダーグリル 1：JSTOR

・ベンダーグリル 2：ARTstor

・セッション 5：Gen Bus #1

3 月 22 日（火）

・セッション 6：Best Practices / Model License

Brainstorming

・ベンダーグリル 3：ACS

・セッション 7：Value and Assessment Mea-

surement

・セッション 8・9：Breakout Topics

・ベンダーグリル 4：Sage

・セッション 10：Gen Bus #2

3 月 23 日（水）

・ベンダーグリル 5：Disc Layer - Summon

・ベンダーグリル 6：Disc Layer - Ex Libris

・ベンダーグリル 7：Disc Layer - OCLC

・ベンダーグリル 8：Disc Layer - EBSCO

・セッション 11：Discovery Layer Discussion

4．議題概要

4.1 セッション 1「2009-2010 年の価格調査報告と

各国の事例」

価格調査の回答の概要は以下のとおりである。コ
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ンソーシア数は，全世界で 2010 年の 61 から 2011

年は 52 に減少した。なぜならば，北米地区の統合

が進んだからだ。価格変動の有無に関する回答によ

れば，ジャーナルとデータベースを合わせた全体で

は，2010 年に比べ 2011 年に価格上昇となったタイ

トル数は 609 タイトルから 595 タイトルと減少して

いる。しかし，ジャーナルについては，2010 年の

306 タイトルから 2011 年の 343 タイトルに大幅増

となっており，地区別では，アジア−パシフィック

が 26 タイトルから 32 タイトル，欧州が 103 タイト

ルから 148 タイトル，北米が 177 タイトルから 161

タイトルとのことだった。北米以外の地区，中でも

欧州における価格上昇が大きく，北米は減少の傾向

を示している。この傾向はデータベースも同様であ

る。

次に過去 2 年間のパッケージ型ジャーナルの縮

小，及びキャンセル状況の調査報告もなされた。

キャンセル状況の調査結果の有効性については，ベ

ンダーとの交渉に有効活用すべきであるとの意見が

出された。他にも，出版社との非公開の契約条件が

ある場合は難しいが，交渉によって得られた成果

（値引き率や値引き額等）をコンソーシアム間で共

有することや，出版社から提案を受けたが未契約で

終わった件数を統計に取り，それを出版社との交渉

のカードとして用いてはどうかとの提案もあった。

T.サンビル氏が「Canceled or reduce any journal

pub package in the last 2 years?」と質問したとこ

ろ，数名の挙手があり，ビックディールの縮小が現

実のものとなりつつあることを実感した。

また，コンソーシアム間のライセンシングについ

ては，SCELC
18）
Partnership が紹介され，その特徴

について説明がなされた。Partnership によって，

NN/LM pacific southwest（hospital lib）
19）
，Tex-

Share（ 50 Texas private academics ）
20）
，

ATLA
21）
，California State Univ. System 等の新た

なコンソーシアム間連携が創出された。電子ジャー

ナルの価格上昇抑制を目的に 3年前より取り組みを

行ってきているこの Partnership では，サーチ

チャージモデルを採用しており，図書館への情報

ニーズの対応や，ベンダーとのパートナーシップの

アレンジを行っている。コンソーシアム間の協力に

ついては，財政管理や誰が取りまとめるかが大きな

課題だが，契約は各々のコンソーシアムで資金提供

者やクライアントの意向に沿って行い，協力できる

部分・分野でのみ連携するスタンスのため，金銭面

でのトラブルは発生していないとのことだった。ど

のようにコンセプトやモデルを一般化し協力体制を

築いていくか今後の課題は山積だが，すぐに実感で

きるような利益・利便性をコミュニティ全体で認識

できるものを目指すべきであると会場では意見が一

致していた。

4.2 セッション 2「ビジネスモデル」

電子ジャーナルのビジネスモデルに関する討議で

は，ページ単位の利用料への対応，コンテンツ縮小

による販売モデルの提案など，はじめに出版社の収

益について意見が出された。コンテンツについて

は，評価基準を従来の FTE や引用度以外に，VPN

経由の利用者数，科研費収入を基本にした価格算出

ついて議論が及んだ。これについては,

・プエルトリコからの参加者から，インパクト

ファクター（IF）や Web of Science による指

標は研究活動が小さい国では，大きな国と明ら

かに状況が異なる。一元的な評価は困難であ

る。

・IF に代わる新しい指標は交渉の新しいツール

となり得るのではないか。

・American Chemical Society（ACS） のケース

は，基準を持って判断する。

・Nature に対しては抜本的な対応が必要である

が，もっと問題が深刻なベンダーもある。

と言った意見が出て，参加者が賛同する様子が伺え

た。

後半は，出版社にとっても利益があり，大学に

とっても持続可能な中立的購読モデルの模索とし

て，グリーンフィールドジャーナル（図書館は契約

料の支払いがないなど、出版社とともに構築する新

しい購読モデル）の導入検討について議論がなされ

た。

4.3 セッション 3「PDAモデル」

このセッションでは E-book PDA の主要電子図

書ベンダーの導入状況と成果（アウトカム）につい

ての報告があった。PDA（Patron-Driven Acquisi-

tion）は，トライアル等を経て実際に利用があった

タイトルを購入できる近年注目を集めている利用者

主導の契約モデルである。OCUL
22）
プログラムで

は，ebrary
23）
を相手に，電子図書の共同購入及び

共同利用について試験的な試みを行った。15 万ド

ルをかけて 16 の参加館で電子図書 467 タイトルを

購入し，ebrary から提供された目録も各館にアッ

プロードしている。その結果としては，15 万ドル

の支出で 150 万ドルの価値が得られたという。ま

た，36 の研究図書館が参加する Orbis Cascade

Alliance
24）
は，2010 年に電子図書チームを結成し，

YBP
25）
とパートナーを組み，短期間リースモデル

国際図書館コンソーシアム連合
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等を打ち出してきている EBL
26）
を相手に，23 万 1

千ドルの資金をもとに同様なパイロットプログラム

を実施すると報告がなされた。

4.4 セッション 4「電子ブック」

フロリダ州立大学システム
27）
，NELLCO コン

ソーシアム
28）
，コロラド研究図書館協定

29）
の事例報

告。NELLCO は，イギリス，アメリカ，カナダ，

韓国の 111 の法科図書館の連合であり，KLUWER

コレクション（59 タイトル）共同購入などを 2009

年より毎年実施している。コロラド研究図書館協定

は，PDA 計画，シュプリンガー電子ブック計画，

2005 年バックファイル 3 万冊購入などを実施して

いる。

4.5 ベンダーグリル 1 ・2「JSTOR & ARTstor」

JSTOR
30）

か ら は，ITHAKA
31）
，JSTOR，POR-

TICO
32）
との連携状況について説明があり，新たに

カリフォルニア（州立）大学，シカゴ大学出版の

アーカイブも開始された。その結果，174 タイト

ル，19 出版社となり，2012 年には 13 タイトルが追

加 予 定 で あ る こ と が 報 告 さ れ た。次い で，

ARTstor
33）
（画像コンテンツの会社）からは，製

品の概要について説明があった。主に Google のイ

メージ検索画像などのメタデータを処理し，製品と

して提供していることが紹介された。

4.6 セッション 5「Gen Bus（運営会議）#1」

本セッションは，T. サンビル氏（Lyrasis
34）
），

A. アンダーソン氏（ARL
35）
）から ARL のホスト

ブログ，JISC NESLi2 license
36）
について話題提供が

あり，今後の ICOLC の役割について議論され，基

本方針としては現在担っているものを継続する方向

で会場の意見が一致した。去年のシカゴ大会での電

子出版の動きを受け（MUSE），今年度はこれに大

学図書館出版協会が参加し，UPCC を結成した
37）
。

また，SCELC についても言及があり，SCOAP3
38）

の日本加盟について報告がなされた。

4.7 セッション 6「ベストプラクティス」

3グループに分かれての非公式セッションが行わ

れた。筆者らが参加したグループでは，電子ツール

に関する議論が行われ，相互運用，利便性の両面か

ら議論がなされた。その後は，電子ブックの適正価

格について議論が行われ，電子ジャーナルの時のよ

うに価格が操作されることのないよう，コントロー

ルする必要があるとの意見が出た。中国やインドの

科学分野資料費の高騰についても意見が出された。

4.8 ベンダーグリル 3「ACS」

ACS より，現状と今後のビジネスモデルの方向

性についての報告と説明があった。製品について

は，冊子体購読からデータベースアクセスタイプへ

更に移行すること，価格算出については，カーネ

ギー分類や FTE，利用統計に加え，研究費取得状

況などを新しい契約モデルの指標として検討してい

ることが説明された。会場からは，GDP 等も考慮

した価格設定にすべきではという意見があった。

4.9 セッション 7「評価方法」

前半で，NELLCO から NPS（推奨者正味比率）

と「財務」「顧客」「業務プロセス」「学習と成長」

の 4つの視点から戦略的な経営評価を行うバランス

ト・スコアカードについて，CIC
39）
からは ROI（投

資利益率）を用いた評価方法やコンテンツ評価に関

してそれぞれ事例報告や話題提供があった。利用者

調査，財政，選択メトリック，ICOLC の役割につ

いてディスカッションし，大学の財政状況，国レベ

ルのプラットフォームについて議論があった。

4.10 セッション8・9「Breakout Topics（分科会）」

1 度目のセッションは，① Strategic planning，

② All things Google，③ The next big things for

your group，④ Campus Analytical Tools の 4 つの

テーマで行われた。筆者らが参加した②All things

Google では，Google eBook の図書館利用許諾に関

する最新事例について議論がなされた。具体的に

は，インディアナ大学やペンシルヴァニア大学，パ

デュー大学では，Google のフリードキュメントシ

ステムを利用してコレクションを増やしていること

を踏まえ，このようなコレクションが一つの大きな

市場となってきていると指摘があった。大規模図書

館からは所蔵コレクションの価値が低下すると危惧

する声があったが，小規模図書館からは配架スペー

スを考えずにコレクションを増やせ，インフラ整備

にも繋がると好意的な意見が出ていた。現時点で

は，図書館が Google をどのようなパートナーとし

て位置づけるか見通しは立っていない。そうした中

で，会合中の 3月 22 日に，Google ブックス訴訟に

おける修正和解案が否決されたことを受け，図書館

界の March madness（狂乱の 3 月）だという声も

あったが，今後も Google の動向を見極めていくこ

とが大事であると参加者の意見が一致した。

2 度目のセッションでは Strategic planning に参

加した。テーマは，厳しい財政状況における図書館

の現状と図書館運営の戦略的計画についてであっ

た。会場からは，図書館は，学生や教員を資料とつ

大学図書館研究 XCIII（2011.12）
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なげるために運営されている，意思決定は教員との

連携によるものである，などの意見が出された。ま

た，欧州のコンソーシアムからは，コンソーシアム

の業務としてアグリーメントの管理の他，モビリ

ティ（VPN），アクセスインフラの整備を実践して

おり，ナショナル・プログラムの開発や IT 技術の

利用教育を実施していると報告がなされた。また，

実践的な参考書
40）
の紹介があった。特筆する事例報

告等はなかったが，様々な立場のメンバー間で問題

をシェアし，共通意識を持って情報を伝え合うこと

の大切さが確認された。

4.11 ベンダーグリル 4「Sage」

本セッションでは会社概要，2011 年における

SAGE Premier のパッケージ内容，新しいサブジェ

クト・コレクションについて説明があった。会場か

らは，2007-2010 年にかけて購読額が 276% 増と

なっている状況について説明を求める声が出た。

Sage からは，購読額が 276% 増の図書館はごく一

部であり，ビジネスであるためコンテンツやサービ

スに応じて購読額が増加していくこと，コレクショ

ンを社会に還元できるようサブジェクト毎のパッ

ケージを用意しているという回答しか得られなかっ

た。

4.12 セッション 10「Gen Bus（運営会議）#2」

次回の ICOLC 開催地であるイスタンブールにつ

いて紹介がなされた後，セッション 6「Best Prac-

tices / Model License Brainstorming」及びセッ

ション 8・9「Breakout Topics」でどの様な議論が

なされたかについて簡単な全体報告があった。セッ

ション 6 については，ICOLC の今後の課題につい

て,ロードマップを作成していることと，イスタン

ブールの会合までに議論を続けていくことで意見が

一致したと話があった。セッション 8・9 について

は，前述の 4.10 の内容に加え，Google の課金方法

や，アグリゲータとの連携の可能性が話題に上った

とあった。その他のテーマについては，ディスカバ

リー・サービスや地域アーカイブの重要性，

HathiTrust
41）
の様な新しいシェアリング，画像や

音声データ等テキスト以外のデータの取り扱い方

法，SUSHI
42）
やクラウドシステム，PDA 等の新し

いテクノロジーの利用，電子ブックのフェアユー

ス，教員の世代間ギャップへの対応，予算獲得，

（Big Deal に対する）Smaller Deal，アフリカをは

じめとした第三世界との協力の必要性等が話題に

上ったと報告があった。

4.13 ベンダーグリル 5〜8「Summon，Ex Libris，

OCLC，EBSCO」

ディスカバリー・サービスを展開する 4 社より，

各社入れ替え制でサービス概要のプレゼンテーショ

ンがあり，それに基づいて質疑応答が行われた。

① Summon

ビジネスモデルやドキュメントの定義方法につい

ての確認があった他，Summon
43）
の将来的な戦略や

EBSCO の新サービスへの対応について会場から質

問があった。それに対して，Serials Solution 社か

らは，将来的には Summon によるコンソーシアム

参加館内での資料・情報共有を目指していること，

EBSCO への対応については，ProQuest が現在

Summon のパートナーであるため，EBSCO と契約

を結ぶことをせず，出版社との直接契約を積極的に

進めていると回答があった。

②Ex Libris

Primo Central
44）

のメタデータ数や供給元数，

Summon に対する見解について質問があった。メ

タデータ数については随時拡大中のため回答できな

いこと，供給元についても詳細な数は伝えられない

が，EBSCO とは良好な関係であると回答があっ

た。また，Summon は市場的に成功していると担

当者が個人的に述べていたが，Ex Libris 社として

は EBSCOが最も有力なパートナーと考えていると

述べていた。

③OCLC

WorldCat Local
45）
が北米限定のサービスかどうか

ということと，競合他社への対応策について会場か

ら質問があった。それに対して，OCLC からは，

WorldCat Local の外国向けのモデルも検討中であ

ること，競合他社へ対抗すべく，随時新しい出版社

や提供元との契約を増やす努力を行っていること，

また，契約先等全ての情報をHPで公開していると

説明があった。

④EBSCO

EBSCO Discovery Service（EDS）
46）
は，他社の

ディスカバリー・サービスと異なる点として，価格

体系がカタログ数のみで決まること，Primo Cen-

tral 等のように CrossRef
47）
レコードを採用せず独

自に詳細なメタデータを作成していることを挙げて

いた。会場からは，昨年 12 月に出された Ex Libris

との合意書の内容について質問があり，それについ

ては，約 320 の EBSCO のデータベースが Primo

Central の一部となる予定だが，現在交渉中のた

国際図書館コンソーシアム連合
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め，決まり次第発表すると回答があった。また，

EBSCOとしては，Google をライバルとしてとらえ

ており，ディスカバリー・サービスを通じて，大学

と協力していきたいと述べていた。

4.14 セッション 11「ディスカバリー・サービス

についてのディスカッション」

4 社に対するグリルをもとに，ディスカバリー・

サービスについてディスカッションが行われた。中

でも，今求められているのはコンテンツの量ではな

く，ユーザーが求める情報に関連したものが容易に

見られるデータベースであるという意見が多くの賛

同を得ていた。また，メタデータの公開を検討すべ

きであるという意見や，オープンアクセスのコンテ

ンツがリンクリゾルバーと上手くリンクできずにい

ることについて，コンソーシアムでできるサービス

を考える必要があるという意見も出ていた。

5．おわりに

今回の会合でも，価格高騰が続く電子リソース市

場に対して，引き続き出版社との粘り強い交渉や

オープンアクセスの推進を行いつつ，新しいビジネ

スモデルを出版社と共に模索している各国の様子が

うかがえた。

また，電子リソースの新しいシェアリングや成長

著しい電子ブック，ディスカバリー・サービス等を

題材に，膨大な電子リソースをいかに評価・収集・

保存し，利用者が求めるものをアクセスしやすい形

で提供するかについて，様々な角度から積極的に話

し合われた会合でもあった。それらの中でも，コン

テンツの評価方法や，複数のコンソーシアムの連携

による取組みに対する参加者の関心が特に高かっ

た。今後も電子リソースの増加が見込まれ，図書館

資料に占める割合が高まっている中，日本でも図書

館の評価機能の強化が求められることとなるだろ

う。

昨年から各国でコンソーシアムの合併や連携が進

められてきているが，この 4月，日本のコンソーシ

アムでも大きな動きがあった。国立大学図書館協会

コンソーシアム（JANUL コンソーシアム）と公私

立大学図書館コンソーシアム（PULC）とのアライ

アンスにより，新しく大学図書館コンソーシアム連

合（JUSTICE）が発足した。JUSTICE の主な目的

は，スケールメリットを活かした価格交渉をベース

にバックファイルを含む電子ジャーナル等の安定

的・継続的な確保及び提供である。ICOLC や各国

の動向を注視するとともに，JUSTICE のスケール

メリットと両コンソーシアムの長所を生かした今後

の活動に期待したい。
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Chizuko NAOE, Makiko WATANABE

Report of the ICOLC, 2011 Spring Meeting

Abstract：The International Coalition of Library Consortia meets twice a year, in North America in the

spring and in Europe in the fall. The 23rd meeting was held in Austin Texas and included a total of nineteen

sessions on topics such as value and assessment measures for e-resources, pricing models for e-journals,

PDA, e-books and discovery services and breakout sessions on different topics. This paper provides an

overview of these sessions.
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